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研究成果の概要（和文）：本研究は、ガーンディーとガーンディー主義、アンベードカルと不可蝕民の運動、インド政
治史の研究者が協力して、従来対立的に捉えられてきたガーンディーとアンベードカルの思想と運動を、より広い文脈
において捉える試みである。両者には、非暴力的運動という方法や、差別の解消という目的だけでなく、「真の平等」
を求める点でも共通点があった。歴史的には、ガーンディーが国際的差別解消としてのインド独立を実現したのに対し
、アンベードカルは、ガーンディーの解決できなかった国内的差別解消としてのカースト制度の廃絶を目指し、自ら仏
教に改宗することによって、ヒンドゥーイズムを超える、多様で平等な社会への道筋を示そうとした。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to establish a historical context in which modern Indian 
political thought and political and social movements took place under the leadership of Gandhi and 
Ambedkar. The hypothesis that emerged from those scholars who joined this study, ranging from Gandhian 
scholars to researchers of the Dalit Movements, is that both men sought a society, which would be equal 
in substance, while accommodating the diversity of language, ethnicity and especially religion. While 
Gandhi achieved the elimination of international discrimination through independence to a large extent, 
Ambedkar tried to eliminate domestic discrimination through the abolition of the caste system. He 
attempted to show the way to an equal society, which would go beyond the Hinduism which underpinned the 
caste system, through his own conversion to Buddhism.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）従来の研究では、英帝国の植民地支配
と闘い、インド独立を勝ち取るに至らしめた
ガーンディー(1869-1948)、国民会議（派）を
中心とした民族独立運動と、インド人社会の
上層支配に対する下層民からの新たな闘い、
すなわち不可触民の指導者アンベードカル
(1891-1956)に率いられた不可蝕民の運動
dalit movement とは、別個に論じられるこ
とが多かった。ガーンディー、アンベードカ
ルのそれぞれについては既に多くの研究が
ある。ガーンディー研究に関しては、日本で
も、本研究代表者長崎をはじめとして、すで
にかなりの研究蓄積がある。しかし、彼らを
関係づけた研究については、とくにインドの
それは、ダリットの側からの研究は多いが、
双方向からの研究は非常に少ない。 
 
（２）両者の運動の関係の重要性は、(a)植民
地からの独立（ガーンディー）と、(b)インド
社会の変革（アンベードカルによる被差別民
の自立）とが同時並行的に試みられていたこ
とにある。いずれもインドのみならず、世界
的にも重要な課題を解決しようとしたもの
であった。加えてガーンディーの場合は、(c)
非暴力的な大衆運動を繰り返し行うという
驚異的な運動方法を編み出し、後世の社会運
動に影響を与えた。 
 
（３）、人間文化研究機構「現代インド拠点
形成プロジェクト」の支援のもとに、2009
年の準備年以来、現代インド仏教徒（元不可
触民）研究のための研究拠点が龍谷大学、お
よび、インドのナーグプルに設置された。同
大学では、2009 年からナーグプルを拠点と
する現代仏教徒に関する研究・現地調査が集
中的に始まっている。アンベードカル研究を
含め、龍谷大学における現代仏教徒に関する
研究資源・蓄積を活用することができる。        
 
２．研究の目的 
 
本研究は、二人の指導者に率いられた闘いの
流れを比較し、運動によって起こる社会・思
想の変化、そして相互影響による闘いの深化、
社会変化を追うことによって、それぞれの闘
いの発端、闘いの目標、闘いの思想と構造、
さらに２つの闘いの対立・協力関係などを多
面的に明らかにする。当然、二人の指導者、
ガーンディーとアンベードカルの関係につ
いても検討することになろう。 
 
と同時に、これらの研究によって、社会の変
革を求める政治文化としての「民主主義」に
注目し、「停滞のインド」から「成長のイン
ド」へと変貌した現代インドの社会的・思想
的源流を複眼的に探りたい。 
 
３．研究の方法 

 
長崎、石坂がガーンディー研究およびガーン
ディー主義研究の立場から、篠田、粟屋がア
ンベードカル研究の立場から、上田がインド
政治史の立場から、本テーマの歴史的研究に
従事する。さらに、7 名の研究協力者にも加
わっていただき、研究会や国際シンポジウム
で議論を深めることにより、インド近代史の
新たな側面を切り拓こうとするものである。 
 
４．研究成果 
 
（１）長崎は、５の図書④に刊行した 2本の
論文において、「差別解消の方法とヴィジョ
ン」におけるガーンディーとアンベードカル
の思想と運動の対立点と共通点を論じ、国際
的差別解消（独立）と国内的差別解消（カー
スト制度の廃絶）という目的の違いにもかか
わらず、基本的に非暴力的大衆運動という方
法が継承されたこと、真の平等を求める思想
にも共通点があったとした。また、③では、
両大戦間期以降のインドに「多様性尊重型民
主主義」とも言うべき政治文化が根付き、独
立後の政治風土の基礎の一つとなったとし
た。この論文でも取り上げている近代インド
の政治思想史については、上田が著書 24 を
刊行し、ガーンディーの先駆者の側面を持つ
ゴーカレーの思想を解明した。 
 
（２）篠田は、大著⑤にも生かされている現
地調査を長年にわたって続けており、本研究
との関連ではアンベードカルの 1920 年代に
おける活動の分析や、「ガーンディーとアン
ベードカルの労働観」について報告し、研究
水準を大きく高めた。粟屋も、アンベードカ
ル研究を進めつつ、「生存とジェンダー」と
いうより大きなテーマに接近しようとした。 
 
2 年度からメンバーに加わった舟橋は、現代
の「改宗仏教徒」の調査から、仏教徒ダリッ
ト・コミュニティーのインド社会における位
置を論じて、アンベードカルが活躍した時代
との大きな変化をわれわれに想起させた。こ
れに対し、石坂は環境運動におけるガーンデ
ィー主義の継承や独立後のガーンディー主
義経済学について報告し、両者の思想と運動
の継承関係を探った。さらに、研究協力者か
らもガーンディーの経済思想（石井）につい
て報告を受けた。 
 
（３）本研究と並行して行われた人間文化研
究機構(NIHU)の現代インド地域研究プロジ
ェクトとの連携し、多くのインド人、外国人
研究者と接触することによって、「ガーンデ
ィーからアンベードカルへ」という大きな流
れを近現代インド史の基本線の一つとして
考えるべきことがさまざまなかたちで明ら
かになった。 
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